
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１４ 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電子技術 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 電子技術 （実況出版 工業７４４） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現在、情報通信端末やコンピュータ、家電製品などの電子機器は急速に発達し、身近なものとして生

活で使われている。これらの電子機器は、電子回路、通信、音響映像機器、電子計測などの技術と深

く関わっている。本科目はこれの基礎的な知識と技術を幅広く習得する。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）1 年次に習得した電気基礎の知識を活用し体系的に理解しているとともに関連する技術を身

に着けている。 

（２）電子技術に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的に解決する力

を身に着けている。 

（３）習得した知識と技術をよりよい社会の構築をめざして自ら学び工業の発展を主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に着けている。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・各種半導体、電子回路の原理や

特性を理解し知識が身に付いた

上で定期考査が良好である。 

・各種半導体、アナログ回路、

電子回路の原理や特性を理

解し、これらを活用して、各

種特性計算を行い、問題解決

能力を身につける。 

身近な事物・現象の中に問題を

見出し、観察、実験などを行う

とともに、これからの人間生活

とのかかわり方について科学

的・論理的に思考判断し、それ

を表現している。 

・各種半導体、アナログ回路、デ

ィジタル回路などにおいて興味関

心をもち、学習する態度。 

・授業の中で疑問等に対して質問

し、また補習など積極的に参加し

て自ら課題を解決する態度。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 第
一
章 

半
導
体
素
子 

 

電
子
回
路
素
子 

［１］ 原子と電子 

［２］ 半導体 

［３］ ダイオード 

［４］ トランジスタ 

 

a: 半導体の性質を理解し、基礎

的な知識を理解できる。 

 

b: 半導体がどのように活用されて

いるのか思考・判断ができ、関連知

識の習得に取り組んでいる。 

 

c: 半導体の特徴に着目して取り

組もうとする態度。 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

観察 

提出ﾉｰﾄ 

第
一
章 

／ 

第
二
章 

ア
ナ
ロ
グ
回
路 

第一章  

[５]電界効果トランジスタ 

[６]集積回路 

[７]その他の半導体素子 

 

第二章 アナログ回路 

[１]増幅回路の基礎 

[2]いろいろな増幅回路 

a: 半導体や回路の性質を理解

し、基礎的な知識を理解できる。 

 

b: 半導体や回路がどのように活用

されているのか思考・判断ができ、

関連知識の習得に取り組んでい

る。 

 

c: 半導体や回路の特徴に着目し

て取り組もうとする態度。 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

観察 

提出ﾉｰﾄ 

 

第
二
章 

／ 

第
三
章 

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路 

第二章 

[3]発振回路 

[4]変調回路と復調回路 

[5]直流電源回路 

 

第三章 ディジタル回路 

[1]ディジタル回路 

 

a:電子回路の動作を理解し、構成

要素について、基礎的な知識を理

解できる。 

 

b: 電子回路の動作を思考・判断

ができ、、関連知識の習得に取り組

んでいる。 

c: 回路の特徴に着目して取り組

もうとする態度。 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

観察 

提出ﾉｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
三
章 

／ 

第
四
章 

通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
礎 

第
四
章 

 

第
五
章 

 

第三章 

[2]パルス回路 

[3]アナログ‐ディジタル変換

器 

 

第四章 通信システムの基礎 

[1]有線通信システム 

[2]無線通信システム 

 

a:電子回路の動作を理解し、構成

要素について、基礎的な知識を理

解できる。 

 

b: 通信システムを、分類や定義を

することができ、関連知識の習得に

取り組んでいる。 

c: 通信の特徴に着目して取り組

もうとする態度。 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

観察 

提出ﾉｰﾄ 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


